
コンセントまわりの安全対策を見直しましょう
ー子どもの感電や熱傷を防ぐためにー

見守っていても事故は起きています

アンケートでは、感電した（しそうになっ

た）際に、約7割の保護者が「すぐ近く

にいた」又は「同じ部屋にいた」と回答し

ました。子どもの行動は一瞬で起こるた

め、見守りだけでは防ぎきれません。

※受傷者保護者を対象に実施したアンケート結果

コンセントまわりを確認しましょう

子どもがコンセントに直接触れやすい状態になっていませんか

 延長コードや充電ケーブルが垂れ下がっていませんか

 ヘアピンやクリップなどの金属を近くに置いていませんか

 壊れたコードや充電器を使っていませんか

 使用していないコンセントに保護カバーを取り付けていますか

イラスト：川崎敏郎

医療機関ネットワーク事業(※)に寄せられた主な事故情報

【事例１】
コンセントにUピンを差し込み熱傷
を負った

【事例２】
ケーブルの端子をコンセントに差し
込み、熱傷を負い入院した

（※） 医療機関ネットワーク事業: （独）国民生活センターは、消費者庁と共同で、平成22年12月より、医療機関

（令和８年10月時点で28機関が参画）から事故情報の提供を受けています。
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